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Ⅰ．法人の概要                 

（令和３年３月３１日現在） 

法人の名称  公益財団法人吉野川紀の川源流物語 

設立年月日  
平成 14 年 4 月 1 日 

平成 24 年 4 月 1 日名称変更し、移行したことにより設立 

定款に定める 

目的 

この法人は、「樹と水と人の共生」を目指し、吉野川・紀の川の源流

部を拠点に、その自然的価値、文化的価値を大切にし、流域をはじめ都

市部の人々にこれを伝え、共に考え、行動するため、体験学習・交流活

動を通じて、広く啓発や環境教育に関する事業を行う。そして、これに

必要となる拠点施設や関連公共施設の維持管理・運営に関する事業を行

い、源流域の自然環境保全活動に努める。これらの活動により、流域を

はじめ都市部の人々と水源地域を結び、もってそれらの人々の公共利益

に寄与することを目的とする。 

定款に定める 

事業内容 

この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

① 「吉野川源流－水源地の森」体験学習プログラムの提供 

② 森づくり体験学習プログラムの提供 

③ 体験学習を通じた環境教育の実施及び支援 

④ 水源地域の環境保全にかかわる人材の育成 

（２） 流域交流・啓発にかかわる事業 

① 水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施 

② 水源地域の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印

刷物等の刊行、電子情報媒体の作成 

（３） 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

① 水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施 

② 「吉野川源流－水源地の森」自然実態調査の実施 

③ 源流部における斜面崩壊地での対策実験及び経過観察の

実施 

（４） 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

① 展示を通じて情報発信を行う施設の管理・運営 

② 源流部での体験活動の拠点となる森とこれに附帯する施

設の管理 

（５） 学習教材や、啓発関連物品等の販売 

（６） 他団体からの依頼にもとづいてこの法人が構築する情報や

技術によって対応可能な業務の受託 

（７） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項第１号から第４号までの事業は、公益目的事業とし、奈良県内

で行う。 

主たる事務所 〒639-3553 奈良県吉野郡川上村大字迫 1374 番地の 1 
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役 員 等 

 

評議員（五十音順） 

青山 幸嗣 （奈良県水道局長） 

上西 人支 （和歌山市企業局長） 

浦西 勉  （元龍谷大学教授） 

新井 寿彦 （川上村教育委員会次長） 

霜上 民生 （株式会社近畿地域づくりセンター特別顧問） 

杉浦 淳  （大阪工業大学研究支援・社会連携センター長） 

杉本 晃一 （川上村定住促進課長） 

西山 栄作 （和歌山県企画部地域振興局地域政策課長） 

東谷 八宗 （川上村議会議長） 

桝田 斉志 （奈良県水循環・森林・景観環境部長） 

松本 博行 （川上村議会総務文教委員長） 

宮田 典和 （橋本市水道環境部長） 

 

理事（代表理事・業務執行理事を除き五十音順） 

栗山 忠昭  代表理事・理事長（川上村長） 

阪口 和久  代表理事・副理事長（川上村副村長） 

森脇 深   業務執行理事（川上村水源地課長） 

池田 昌義 （奈良県水循環・森林・景観環境部 水資源政策課長） 

辻谷 達雄 （元 森と水の源流館館長） 

西久保 智美（コミュニティライター） 

橋本 裕行 （明治大学文学部兼任講師 橿原考古学研究所特別研究員） 

宮口 侗廸 （早稲田大学名誉教授） 

横田 岳人 （龍谷大学准教授 教養教育センター副センター長） 

 

監事（五十音順） 

辰巳 八郎 （川上村監査委員） 

中島 誠  （税理士） 

 

主 な 会 議  

定例理事会  ６月 ８日（前年度事業報告及び決算の件ほか） 

定時評議員会 ６月２３日（評議員選任の件、理事、監事の選任の件 

前年度事業報告及び計算書類等の承認） 

臨時理事会  ６月２４日（代表理事、業務執行理事の選定） 

       ８月１４日（利益相反取引について） 

定例理事会  ３月２５日（次年度事業計画及び収支予算書の件ほか） 

 

公益法人立入検査 7 月１６日（指摘事項なし） 
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Ⅱ．事業の状況 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため計画していた事業を一部中止した。 

また実施した場合でも参加人数を減らすなどの対策を行った。 

 

公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

吉野川・紀の川の源流及び水源地域の自然環境や文化を資源とした環境学習及び体験等のプ

ログラム実施を通じて、環境保全や保護についてともに考え、行動するきっかけを提供する。そし

て流域をはじめ都市部の人々と水源地域の交流を促進し、これらの地域の環境に対する意識の

向上ならびに環境保全に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

水源地の森ツアー（一般公募型） 9・11 月 3 回 29 名 
水源地の森での体験学習。4・7 月は中

止。9・11 月は感染予防対策の上実施 

きがるに川上さんぽ 8 月 2 回 9 名 
館周辺で少人数での自然観察イベン

トを実験実施 

団体（企業含む）研修等での利用 通年 7 件 44 名 「水源地の森」散策や森づくり体験等 

環境教育支援（学校対応） 通年 70 件 3,560 名 
小学校から大学の見学案内及び 

出張源流教室（オンラインを含む） 

森と水の源流館 

ESD 授業づくりセミナー 
7・8・9・ 

12・2 月 
5 回 135 名 

近畿 ESD ｺﾝｿｰｼｱﾑとの連携事業で教員

のための授業計画づくり。オンライ

ンを活用したことで、例年より多い、

多方面からの参加があった 

源流学の森づくり 

（源流人会等の活動） 
11 月 2 回 8 名 

一旦伐採された二次林での森林整理

作業を行った 

草刈りボランティアの機会づくり 

（川上村「未来への風景づくり」） 
9 月 １回 5 名 

旧白屋地区の草刈り・外来種駆除を行

い、水源地域の環境保全にかかわる人

材育成 

 

公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域をはじめ都市部の人々と相互に交流することによって、源流及び水源地域

の自然環境や文化的価値を見出し、大切に守り育てていくことを目的とした啓発イベントや講座

を実施する。そして自然環境について高い意識をもった人材育成につなげることで、これらの地

域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

夏休み（館内）プログラム 7～8 月 3 種 - 
「観察ﾉｰﾄ」・「いきもの観察ｶｰﾄﾞ」・

「標本づくり」配布及びｗｅｂ公開 

オンラインによる発表、教材提供 通年 3 回 ‐ 

龍谷大学教員免許更新講習（博物

館と ESD）、ユネスコスクール近畿

大会、全国 ESD フォーラム等 

流域等各地へのＰＲキャラバン 通年 2 回 - 

和歌山市「しらすまつり」参加。来

館校との交流、教材展示を展開。 

「おもしろ環境まつり」へのオンライ

ン参加。来館校発表で協働 

機関誌『ぽたり』発行 7・11・3 月 3 回 - 
財団の動きや各事業報告・調査レ

ポートなど 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

水源地域における環境保全の啓発や環境教育を行う拠点となる施設やフィールドを一体

的に維持管理及び運営を行うことで、地域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

「森と水の源流館」管理 通年 － 
利用者 

7,432 名 

日常の維持・管理、運営、定期点

検、清掃、補修。感染拡大防止の

ため 4・5 月は臨時休館した 

「吉野川源流－水源地の森」管理 通年 38 回 － 
散策路周辺の見回り・点検、補修 

（入山者 140 名） 

「水源地の森交流施設」管理 通年 15 回 － 
水源地の森に付帯する休憩・管理

施設の見回り・点検、補修 

 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止になった事業 

「水源地の森ツアー（4/19・7/4 公益Ⅰ）」「源流のつどい（１/23 公益Ⅱ）」「募金キャンペーン

on おはなしカーニバル（5/31 公益Ⅱ）」「吉野川紀の川しらべ隊（5/16・6/6 公益Ⅲ）」など。 

 

※森と水の源流館の対応 

（公財）日本博物館協会の示すガイドラインに基づく対策を徹底及び周知したうえで、ユニバーサ

ルデザインの視点での展示改良。またオンラインイベントの機会が増えたことに応じて「源流の森

シアター」や「川上村劇場」などをパブリックビューイングの場として活用した。 

公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域の源流部における自然的価値及び文化的価値を大切にするため、流域を

はじめ都市部の人々にも参加を求めながら調査・研究を行い、その成果の発信を行うことを通じ

て、これらの地域の環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

吉野川紀の川しらべ隊 8・3 月 2 回 10 名 

参加者公募型の調査。5・6 月は中

止。8 月は参加者募集を中止。3 月

は感染拡大防止対策の上実施 

水源地の森自然環境調査 4・6 月 4 回 12 名 両生類・爬虫類の調査。HP で公開 

水源地の森下層植生調査 6・10 月 4 回 9 名 下層植生の調査 

旧白屋地区の定期観察と発信 4～11 月 8 回 － 

白屋地区の植物や昆虫などのモニ

タリング調査。刈り取った雑草を堆

肥化し、モニタリング調査を開始 

川上村内の自然環境調査 5・6 月 - - 
特定外来生物指定植物の分布状

況を調査 

地域おこし協力隊受入による 

調査研究・発信 
通年 － － 

昆虫を指標とする地域環境の把

握、発信。地域資源の活用。教材

の開発など 

東京海上日動（和歌山支店） 

「GreenGift 地球元気プログラム」 

日本 NPO 

センター 
－ － 

環境保護に関する体験活動に向け 

「紀の川・吉野川生き物観察ガイド

ブック」製作 

他機関への調査協力 通年 - - コケ・昆虫の調査協力 
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収益事業Ⅰ ミュージアムショップ事業 

拠点施設において、訪問の記念となる品とともに、源流及び水源地域の支援・ＰＲ並びに自然

環境の保全・啓発等に寄与する関連商品の販売を行う。 

概要 

オリジナル商品（副読本・絵本・ポストカード・楽曲 CD など）、地域の自然・歴史・文化・伝承を紹

介した商品（書籍・地図など）、村内で生産された商品（ペットボトル入湧水・雑貨品など）、自然

観察用品（野帳・ルーペなど）を販売している。 

収益事業Ⅱ 受託事業 

他団体からの依頼にもとづいて当財団が構築する情報や技術によって対応可能な業務を受託

し、実施する。 

 委託者 時期 概要 

和歌山市民の森管理業務委託 和歌山市 8～3 月 3ha の二次林管理作業 

水のつながりプロジェクト実施等に係る業務 川上村 4～12 月 
農作業や源流散策など平野部

との相互交流事業実施支援、

報告書作成 

特定希少野生動植物コサナエ保護管理事

業計画策定調査業務 
環境科学大阪（株） 5/28～3/12 

生息地の情報提供、保護管理

に関するアドバイス、現地調査

への同行 

学習旅行提案パンフレット製作 
吉野川紀の川 

源流ツーリズム 

推進協議会 

8/28～2/25 
学習機会での川上村の活用

提案パンフの企画から印刷 

「吉野源流体験スタンプラリー」 ＪＴＢ奈良支店 11/9～12/6 
11～12 月の土日祝に館内で

体験プログラムを実施 
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公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

一般公募や団体の要望により企画する「水源地の森ツアー」のほか、源流地域の自然や文化にふ

れる体験型ツアーを含めた研修の受け入れを行った。 

 

【一般公募型 水源地の森ツアー】 

新型コロナウイルス感染症対策のため日程・参加人数を変更し９月・11月に開催、29名が参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【きがるに川上さんぽ】 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策とともに可能なかたちの観察会を試験的に再開。参加人

数を絞り、フェースシールドやハンズフリー拡声器を用いて適切な間隔を保持するなどに留意。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    蜻蛉の滝（8/17）          森と水の源流館周辺遊歩道（8/22） 

 

【団体・企業の研修等での利用】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ダイワハウス工業株式会社（10/3）      ＮＰＯ法人里山倶楽部（3/22） 
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【源流人会の活動】 

水源地域の環境保全にかかわる人材育成。山村で培われた知恵、技を「源流学」として共有。 

 
 
 
 
 
 
 

 

「源流学の森づくり」（11/22・23）     「白屋草刈りボランティア」（9/28） 

 

【環境教育支援（学校対応）】 

ガイドラインに基づく新型コロナウイルス感染拡大防止対策の上、学校対応を再開。学校の基準

に準じて出張源流教室の希望にも応じた。出張のかわりにオンラインによる授業支援にも対応。

また 6 月からこれらを併用し、秋の来村へ導き、例年以上に子どもたちの深い学びへつながる事

例もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

同志社国際学院初等部オンライン授業（7/20）     出張源流教室（11 件） 

 

【森と水の源流館 ESD 授業づくりセミナー（近畿 ESD コンソーシアム）】 

現役小学校教員を対象に、実際に学校で行う授業の単元計画作成に対し、奈良教育大学が指

導にあたった全 5 回のセミナー。オンライン開催を余儀なくされたが、参加者の増加・広域化につ

ながった。 後の実践報告会は森と水の源流館とオンラインのハイブリッド開催として、川上村関

係者や教員以外の参加者もあり、例年以上に ESD の地域への普及につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践報告会（2/20）での川上村長あいさつ     オンラインで各地から先生の授業実践の報告 
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【ESD の取組発信】 

川上村や吉野川紀の川流域における素材を教材とした深い学習を支援。橿原市や奈良市、和

歌山市の小学校の先生とともに取り組んだ。 

 

 

 

3 年生理科の「昆虫の体の

つくりや育ち方」を支援でオ

リジナル教材の活用を提案

し、成果を展示（橿原市立耳

成南小学校 2 年生） 

 

 

 

 

 

児童たちに、川のもつ役割や

生きものとのつながり、人との

つながりを体感してもらった授

業（「しあ環せの糸」奈良市立

平城小学校 4 年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍を逆手に、事前交流と学習を重ねた末に川上村を訪問のニュースは、約 50 年前に川上

村から和歌山市へ嫁いだ人との交流にもつながった（和歌山立雑賀小学校 4 年 1 組） 
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公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

コロナ禍において、イベント出展等での PR 機会は減ったが、オンラインでの機会をいか

した源流地域の魅力の発信とともに、水源地域保全の普及啓発に取り組んだ。 
 

【夏休み館内プログラム（Ｗeb ページの活用）】 

夏休みの宿題に使えるよう、ホームページ上で「いきもの観察カード」等を公開し、利用を呼びか

けた。また届けられたカードもホームページで公開 

 

 

 

 

 

 

 
【流域等各地での情報発信・ＰＲ、啓発活動】 

 

 

 

 

 

 

「和歌浦しらすまつり」（11/3）で川上村の出展を

協力。交流する近隣の小学校児童の学習発表

やアンケートの場として活用  

おもしろ環境まつりオンライン 

                                  （和歌山環境ネットワーク） 

【オンラインによる発表、教材提供】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

龍谷大学教員免許更新講習（7/31）、ユネスコスクール近畿大会（11/1） 

全国源流サミット特別編 2020（11/30）、全国 ESD フォーラム（12/19） など 
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【水源地の森守募金】 

通年にわたって募金を呼びかけている。寄せられた額は、水源地の森啓発パンフレットの改

訂・増刷やマナー看板製作にあてた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機関誌『ぽたり』No.48・49・50 号発刊】 

活動報告や調査結果などを記載し、夏・冬・春の定期発刊。源流人会会員、村内観光施設、

村内図書館、国会図書館ほかへ配布している。 
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公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

源流地域の環境の実態把握と周知をねらいとして、流域をはじめ都市部の人々に協力を呼

び掛けた参加型の調査も実施した。 
 

【吉野川紀の川しらべ隊】 
「水生生物調査」  
調査内容 

川上村西河（蜻蛉の滝）周辺の水生生物を調査 
実施期間、時期 

令和 2 年 8 月 10 日 
概要 

新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため参加

者を公募せずに実施。調査の結果、きれいな水（水

質階級Ⅰ）の指標生物 2 種、ややきれいな水（水質

階級Ⅱ）の指標生物 12 種が採取され、これまでに

引き続き安定した環境にあることが確認できた。 

 ヘビトンボ（水質階級Ⅰの指標生物） 

 
「コケをしらべよう」  
調査内容 

川上村西河（蜻蛉の滝）周辺のコケを調査 
実施期間、時期 

令和 3 年 3 月 6 日 
概要 

調査参加者を公募し 10 名で実施。密を避けるため

に方法を工夫し、事前に作成したワークシートを用い

て調査を行い、19 種類のコケを確認することができ

た。 

 
 

 

 

 

 

 

 

「コケをしらべよう」実施風景 

 
【水源地の森自然環境調査】 

吉野川源流-水源地の森の保全事業に関する環境調査  
調査内容 

平成 14 年度から毎年対象を設定し、水源地の森を継

続的に調査 

実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 2 月 

概要 

本年度は、両生類の調査を実施し、奈良県指定天然

記念物のオオダイガハラサンショウウオ・絶滅危惧Ⅱ

類（絶滅の危険が増大している種）のマホロバサンシ

ョウウオの生息を確認。「水源地の森」では渓流と 

森林の環境が良好に保たれていることが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

オオダイガハラサンショウウオ 
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水源地の森下層植生調査  
調査内容 

「吉野川源流-水源地の森」内の下層植生を調査 
実施期間、時期 

令和 2 年 6 月～令和 3 年 3 月 
概要 

平成 18 年度より実施している調査。「水源地の森」

内に設置した防鹿柵の内外での下層植生をモニタリ

ングし、シカの食害による影響について調査。調査時

に見回りを実施したところ、「水源地の森」内でもナラ

枯れが発生していることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【旧白屋地区定期・定点観察と発信】 

旧白屋地区調査  
調査内容 

過年度資料モニタリング。各季節の調査レポート作成 
実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 
概要 

今年度は昆虫相の記録を実施し報告書を作成。調

査概要を「白屋の生き物かわら版」として紹介。「かわ

ら版」は館内に掲示するほか、ホームページでも公

開。 旧白屋地区で初めて両生類（ニホンヒキガエ

ル）を生息を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニホンヒキガエルの卵 

 

【川上村内の自然環境調査】 

川上村における特定外来生物指定植物分布調査  
調査内容 

特定外来生物指定植物の分布調査 
実施期間、時期 

令和 2 年 5～6 月 
概要 

特定外来生物指定植物のオオキンケイギク・ナルトサ

ワギク・オオカワヂシャのおおよその生育範囲を特定

したほか、県内で記録が少ないペラペラヨメナ（外来

種）と、吉野川 上流での自生とみられるユキヤナギ

（在来種）を確認。情報はクリーンキャンペーン等で

村民が対象種を駆除する助けとなるようホームージで

公開、速報展示も実施。 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ上での公開 
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【地域おこし協力隊受入による調査研究・発信】 

川上村におけるギフチョウ生息状況確認調査  
調査内容 

生息状況確認及び保護計画の立案 
実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 
概要 

川上村が自然分布の南限であるギフチョウの生息状

況確認調査を実施した。調査結果よりニホンジカの

食害による植生の変化が生息環境に影響しているこ

とが示唆された。3/4 には村内におけるギフチョウの

現状報告と保全を目的とした村民向け勉強会を開

催。かつてギフチョウを飼育していた村民の方も参加

され、飼育記録や飼育技術提供の申し出があった。 

 

 

 

 

 

 

 

村民向けギフチョウ勉強会（3/4） 

 

川上村自然生態調査（昆虫類）  
調査内容 

昆虫類生息状況調査及び標本収集 

観察スポットの選定と活用の検討 

実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

概要 

カバフキシタバ（奈良県内で 44 年ぶりの確認）、ニシ

キキンカメムシ・アカジマトラカミキリ（県内初）、イボタ

ガ（村内初）を確認した。カバフキシタバの発見報告

を兼ねて、ミニ展示「奈良県のちょっと珍しい昆虫」

（10/24～12/28）を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

カバフキシタバ（標本） 

 

地域資源調査  
調査内容 

川上村地域おこし協力隊・源流ツーリズム推進室との

協働で、歴史・民俗・自然から活用可能な地域資源を

選定し、エコツアーや教材としての活用を検討。 

実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

概要 

旧白屋地区で刈り取られた雑草を、資源として活用

する可能性を探るため、雑草堆肥づくりに着手。 

 

 

 

 

 

 

 

 

雑草堆肥づくり 
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教材開発のための研究  
調査内容 

過年度までに制作した教材ツールを活用してもらいな

がら、活用事例を発信。また改善内容を研究。 

実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

概要 

教材ポスター・観察カード・流域つながり絵巻を積極的に配布。活用成果や意見を学校教員

に聞き取る。 

 

「GreenGift 地球元気プログラム」  
調査内容 

東京海上日動が日本 NPO センターとの協力のもと、

全国で子どもたちを対象とした環境保護活動を支援し

ており、和歌山支店のプログラムとして採用された。 

実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

概要 

「川が結ぶ地域のつながり」を意識た紀の川大堰周辺の干潟の観察会の予定であったが、コ

ロナ対策により代替事業として「紀の川・吉野川生きもの観察ガイドブック」を製作。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他機関への調査協力】 

蜻蛉の滝の蘚類（コケ植物）調査  
調査内容 

奈良教育大学松井研究室の卒業論文研究への協力。

実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 
概要 

蜻蛉の滝周辺でのコケの生育状況をまとめた。220

種のコケ植物を確認したほか、環境省レッドデータブ

ックの絶滅危惧Ⅱ類、奈良県レッドデータブックの絶

滅危惧種に指定のカシミールクマノゴケを発見。 
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ゴイシツバメシジミ保護増殖事業  
調査内容 

ゴイシツバメシジミ（チョウ）の保護・増殖事業モニタリン

グ調査・啓発への協力。 

実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

概要 

環境省（近畿地方環境事務所）が北股で実施しているゴイシツバメシジミ保護・増殖事業に

関するモニタリング調査と啓発に協力。山林所有者の協力のもと、下層植生を保護するため

の柵を設置。 

 

特定希少野生動植物コサナエ保護管理事業計画策定  
調査内容 

奈良県景観・自然環境課が進めている特定希少野

生動植物調査に協力 

実施期間、時期 

令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月 

絶滅寸前種。県内では下北山村でのみ確認されるコ

サナエ（トンボ）の保護管理事業計画策定のための

現地調査・文献紹介、生息環境保全にむけた提言

等のアドバイザー協力をした。 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

【「森と水の源流館」の管理】 

指定管理協定にもとづき年間の施設の維持管理・運営管理として、案内や企画展・ミニ展示・

歳時展示などを開催した。 

 

【企画展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画展「水源地の森調査結果～自然環境調査と卒業研究の記録～」（８/１１～９/２８） 

学生の研究発表の場づくりのモデルとして、龍谷大学学生の「水源地の森」での調査結果と、平成
14 年度からの「水源地の森」調査の概要を報告展示 

 

【ミニ展示・コーナー展示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「水源地の森と川上村のいきもの」（6/1～6/30）  「川上村の爬虫類・両生類」（10/1～11/30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「奈良県のちょっと珍しい昆虫」（10/24～12/28）   源流ツーリズム推進室共同「森が守る星空」（12/1～3/30）    

奈良県で 44 年ぶりとなる昆虫を村内で発見し展示     
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（左）「森と水の源流館のまわりで冬でも見られる外来種」（1/29～2/19） 

（右）「うっかり入館虫」（7/72/19）換気中に館内に進入した昆虫を観察カードの記入例として展示 

 

【新型コロナウイルス感染拡大防止対策を踏まえた展示の改良】 

ユニバーサルデザインの発想を取り入れ、コロナ禍にも楽しめる展示へ職員作業で改良 

 

 

 

 

 

 

 

手を触れず、足踏みで鳴き声が出るよう改良      「ソーシャルディスタンス」を

間伐にたとえて解説 

 

【源流の森シアターの活用】 

機器設備の更新がされ、映像画質が向上。DVD ディスク上映や PC 接続も可能となり活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）「源流の日」PR 企画 

「モリナリエ 2020～源流からより良い未来への一歩～」（11/14～12/27） 

（右）匠の聚フォトコンテスト 2020 入賞作品特別巡回展（2/14～3/28） 
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【パブリックビューイング】 

同じく機器設備更新がされた川上村劇場をオンラインイベントの会場として活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ESD 授業づくりセミナー実践報告会（2/20）    大阪工業大学メディアコンテンツ表彰式（1/19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おもしろ環境まつり」（12/6）会場と和歌山市立雑賀小学校と森と水の源流館を結ぶ 

 

 

「吉野川源流－水源地の森」・「水源地の森交流施設」の管理 

「水源地の森」及び休憩小屋・管理棟の定期的な見回り・点検・清掃・修繕を実施。 

大雨の後の散策道、木橋の復旧。管理棟周辺でのゴミの改修。バーベキュー後のゴミ放置が

目立ってきており、川上村役場へ報告、相談 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

「水源地の森」・「交流施設」周辺のゴミの投棄状況 
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収益事業（受託事業） 

【水のつながりプロジェクト実施等に関する業務】（川上村） 

大和平野土地改良区の農作業の体験を通じて、源流部と平野部の小学校の交流事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

源流体験 子ども向け源流体験（9/10）          稲刈り体験（10/26）（橿原市内） 

 

【学習旅行パンフレット製作】（吉野川紀の川源流ツーリズム推進協議会） 

授業づくり支援等で構築したノウハウをいかし、学習旅行を提案するパンフレットを製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【吉野源流体験スタンプラリー】（ＪＴＢ奈良支店） 

11・12 月の土日祝日に、吉野町と川上村内の施設をめぐる体験プログラム提供を請け負う 

 

 

 

 

 

 

音楽と香りのワークショップ (11/22)      エリックさんの「私が川上村に住む理由（11/29）   
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パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 

 

 

 

 

 

 



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32
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